
《会　告》

第 55回日本神経学会学術大会のお知らせ

第 55回日本神経学会学術大会
大会長 吉良　潤一　　

開　催　概　要

 1．学術大会会期：平成 26年（2014年）5月 21日（水）～ 24日（土）
 「Keep   Pioneering：神経内科創設の志の継承と飛躍」をテーマとして，上記日程で開催いたします．
 アジア，教育，飛躍をキーワードに，神経内科創設期のパッションを再体験し，明日につなげられるような大会
にしたいと考えております．

 2．学術大会会場：福岡国際会議場・福岡サンパレス・福岡国際センター
 　　　　　　　〒 812-0032
 　　　　　　　福岡県福岡市博多区石城町 2-1

 3．演題募集期間：平成 25年 10月 21日（月）～ 12月 20日（金）

 4．事前参加登録：平成 25年 12月中旬予定
 ※事前参加登録はすべてオンラインにより登録を行います．
　　※日本神経学会第 2回専門医育成教育セミナー，第 11回生涯教育セミナー「レクチャー」「Hands-on」，
　　 第 2回メディカルスタッフ教育セミナー及び各種共催セミナー（ランチョンセミナー，イブニングセミナー，

プレミアムイブニングセミナー）もオンラインによる事前登録制とする予定です．

 5．参加費： ①事前参加登録費：15,000円（当日 18,000円）
 　　　　②メディカルスタッフ：1日 1,000円（全日程 3,000円）
 　　　　③学部学生・初期研修医：無料
　　※「海外からの参加者・国内の外国人留学生」については，登録料を低価格にする方向で現在検討中です．
　　　詳細等は，追ってホームページでご案内いたします．

 6．託児所：会期中，託児所をご用意いたします．お申込み方法等につきましては，追ってホームページでご案内い
たします．

 7．エクスカーション：会期中エクスカーションを企画しております．お申込み方法等につきましては，追ってホー
ムページでご案内いたします．

 8．お問い合わせ
 【学術大会本部】
  九州大学大学院医学研究院神経内科学
  〒 812-8582　福岡県福岡市東区馬出 3-1-1　 
  TEL: 092-642-5340　FAX: 092-642-5352
 【学術大会運営事務局】
  〒 810-0001　福岡県福岡市中央区天神 1-9-17-11F
  TEL: 092-716-7116　FAX: 092-716-7143　
  E-mail: neuro55@congre.co.jp
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編　集　後　記

平成 25年 5月の日本神経学会学術大会後から，本誌の
編集委員を仰せつかり大変光栄に存じます．本誌が会員の
皆様に有益な情報を提供できるように努力する所存です，
どうぞよろしくお願いします．
編集後記では，会員の皆様からの投稿が増える様な一言
を添えることになっていますので，編集後記として堅苦し
くならず思うままに以下記させていただきます．
1）「論文は未来の読者へのメッセージ」：日本万国博覧会
が大阪で 1970年に開催されたのを機に，タイムカプセル
を学校の卒業記念で作成して校庭の土深くに埋めて，数十
年後に開封して，往時を偲ぶというブームがありました．
当時のタイムカプセルの多くはそれから約 40年経過し，
開封されたものも多いのではないかと想像します．小生自
身にはその経験はありませんが，タイムカプセルに託した
未来の自分に当てた手紙を 40年後に読み返すのは，時間
が育んでくれた過去との接点の貴重な賜物なのでしょう．
当時どのようなことを考えていたか，如何に未熟だったか，
今は忘れた高邁な志をもっていたか，など様々でしょう．
論文にも同じ意味合いがあります．新規な発見（＝往時の
技術で解明できた内容を示しかつ問題点も整理する），困
難な診断例や新規・奇異な症状などを正しく記載し考察し

て，世の中にメッセージを発信することは，現在のみだけ
でなく，未来の臨床家と研究者に向けて託すメッセージを
作成しているのでしょう．古い文献に自分が知りたいこと
が既に指摘されているのを見いだすと感激することがあり
ます．今自分が記している論文が未来の読者に読まれてそ
こからさらに発展するとすれば大変素晴らしいことと思い
ます．そう思いながら論文を記すと希望と夢が全て未来に
広がり楽しく感じるものです．
2）「Those who cannot remember the past are condemned to 

repeat it. George Santayana（1905）」: 米国の哲学者の言葉
ですが，まさに論文と研究にあてはまります．
3）「論文はご飯」「毒饅頭は作らない，食べない」：大学等
の医育或いは研究施設では，論文はご飯のように毎日欠か
せないものです．意図的に偽りがある（＝毒饅頭を作る）と，
天網恢々疎にして漏らさず，共著者全員が必ず大きなダ
メージを被ります．
会員の皆様が作る未来へのメッセージが，珠玉（＝新規

性，有用性，正確，簡潔，明瞭など）となる様に編集委員
として微力ながらお手伝いできれば大変幸いです．

（池田昭夫）


